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主論文 

An Elevated Ratio of Placental Growth Factor to Soluble Fms-like Tyrosine Kinase-1 Predicts 

Adverse Outcomes in Patients with Stable Coronary Artery Disease 

 

（和訳） 

胎盤増殖因子の可溶性 Fms 様チロシンキナーゼ-1 に対する血中濃度比の上昇は 

安定冠動脈疾患患者における有害事象発症の予測因子である 
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論文審査の要旨 

 

血管内皮細胞増殖因子（VEGF）ファミリーの胎盤増殖因子（PlGF）は、動脈硬化病変の進行に

働く一方、虚血心における血管新生や組織修復に重要である等、循環器疾患に深く関与する多

様な生理作用を有する。PlGF の選択的受容体である fms 様チロシンキナーゼ-1（Flt-1）の可溶性

アイソフォームである soluble Flt-1（sFlt-1）は、その PlGFおよびVEGFシグナル阻害因子としての

意義が注目されている。 

本研究において松本らは、心臓カテーテル検査におけるヘパリン投与後採血検体を用いて、安

定冠動脈疾患患者 464 例の血漿 PlGF および sFlt-1 濃度と長期予後との関連性を検討した。中

央値 3.3 年の観察期間において、PlGF および sFlt-1 濃度は単独で有害事象を予測する因子とし

ては不十分であった。しかしながら、sFlt-1濃度に対するPlGF濃度比の上昇は死亡および心血管

イベントの増加に有意に関連しており、独立した予測因子となった。これらより、血漿 PlGF/sFlt-1

濃度比が安定冠動脈疾患患者の予後を予測する有用なバイオマーカーとなることが明らかになっ

た。 

本審査における主論文は重要な臨床的意義を有する報告であり、参考論文と合わせ、医学博

士の学位に十分値すると評価する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに循環器病学の進歩に寄与するところが

大きいと認める。 
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